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(注)１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：  無 

２．平成24年８月期の配当予想は未定です。 

  

(注)１．当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 

２．通期の業績予想に代えて翌四半期の業績予想を開示しております。詳細は四半期決算短信（添付資料）3ペー

ジ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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(百万円未満切捨て)

１．平成24年８月期第２四半期の業績（平成23年９月１日～平成24年２月29日）

（１）経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年８月期第２四半期 7,642 ― 2,106 ― 2,109 ― 1,224 ―

23年８月期第２四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年８月期第２四半期 48. 36 44. 27

23年８月期第２四半期 ― ―

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年８月期第２四半期 5,004 3,143 62.8 87.81

23年８月期 2,519 1,305 51.8 44.00

(参考) 自己資本 24年８月期第２四半期 3,143百万円  23年８月期 1,305百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年８月期 ― 0. 00 ― 0. 00 0. 00

24年８月期 ― 0. 00

24年８月期(予想) ― ― ―

３．平成24年８月期の業績予想（平成23年９月１日～平成24年８月31日）



  

 

 

 
（注）平成23年４月21日付をもって、株式１株につき300株の株式分割を行っております。また、平成24年２月１日付をもって、株式１株に

つき５株の株式分割をしております。 

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ですが、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

す。 

  

1.業績予想に関して 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。 

  

2.配当予想金額に関して 

平成24年8月期の配当予想に関しましては、当社は業績連動型の配当を実施することを基本方針として

いるため、通期の業績予想について開示が可能となった時点で配当予想額についても速やかに開示いた

します。 

  

４．その他

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無

 ④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年８月期２Ｑ 25,966,000株 23年８月期 23,404,500株

② 期末自己株式数 24年８月期２Ｑ ―株 23年８月期 ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年８月期２Ｑ 25,331,775株 23年８月期２Ｑ ―株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項



  
平成24年８月期第３四半期累計期間の業績予想（平成23年９月１日～平成24年５月31日） 

(％表示は、対前期増減率) 

 
（注）１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり

ます。業績予想の前提となる条件については、四半期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に対する定

性的情報」をご覧ください。 

２．当社は、四半期の業績開示を当事業年度より行っているため、第３四半期累計期間に対する前年同四半期

増減率については記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第３四半期（累
計）

11,742 ― 3,006 ― 3,010 ― 1,755 ― 68. 70
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当第２四半期累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあ

るなかで、サプライチェーンの立て直しや各種の景気浮揚策による効果などを背景として、緩やかに持

ち直しております。しかしながら、欧州政府債務危機の影響や原油価格の上昇を背景とした海外景気の

下振れリスク、電力供給の制約や原子力災害、雇用情勢の悪化が国内経済活動に与える影響が懸念され

る状況が続きました。 

 当社を取り巻く事業環境としましては、政府によるソーシャル・ネットワーキング・サービス（以

下、SNS）事業者への課金規制についての懸念が報道されました。しかしながら、国内大手SNSプラット

フォーム「mixi」が、平成23年11月より、ゲームのみをジャンルとして切り出した「mixiゲーム」を開

始するなど、ソーシャルゲームの国内市場は引き続き規模を拡大しております。 

 このような事業環境の中で、当社は引き続きソーシャル事業を中心に成長を続けており、平成23年９

月27日には東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。当社に対する認知度や信頼性が向上し、

資金調達が実施しやすくなることが期待される一方で、組織体制のの増強や内部管理体制の一層の強化

に取り組みました。 

 平成23年12月には、広くインターネット領域において豊富な実績と知見を有する当社のインキュベー

ション事業部門として、ベンチャー企業の支援を行うべくKLab Ventures株式会社を設立いたしまし

た。また、平成24年２月には世界全体に対する当社サービスのパブリッシング拠点としてシンガポール

にKLab Global Pte.Ltd.を設立し、グローバル構想に向けての第一歩を踏み出しました。 

 この結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高7,642,282千円、営業利益2,106,203千円、経常利

益2,109,655千円、四半期純利益1,224,932千円となりました。 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

  

（ソーシャル事業） 

 ソーシャル事業におきましては、平成23年８月期に投入した「キャプテン翼～つくろうドリームチー

ム～モバイル」や「恋してキャバ嬢GP」がサービス開始後順調に売上規模を拡大し続けており、これら

の人気タイトルは「Mobage」、「GREE」、「mixi」などの複数プラットフォームで展開し、効率的なワ

ンソースマルチプラットフォーム戦略をとっております。平成23年12月に「Mobage」に投入した

「TALES OF KIZNA」はサービス開始後、急速な立ち上がり方で業績に貢献し、平成23年10月に「GREE」

に投入した「覚醒進化！戦国バスター改」も順調に規模を拡大しております。さらに平成24年２月には

美麗なグラフィックと新しい進化・合成システムを搭載した「神壊のレクイエム」を投入し、今後の売

上への貢献が期待されます。 

 また、平成24年１月にはスマートフォンネイティブアプリ「真・戦国バスター for iPhone」をリリ

ースしました。「真・戦国バスター for iPhone」は、当社として初めてのSNS非依存のソーシャルゲー

ムで、新たな事業モデルの確立を目指すものです。さらに「真・戦国バスター for iPhone」は、当社

として初めてのiPhoneネイティブアプリであるにもかかわらず、ダウンロード開始から１ヶ月あまりで

App Storeトップセールスで１位を獲得ました。この事は当社独自のソーシャルゲームのノウハウが

iPhoneネイティブアプリでも通用すること、当社の課金ノウハウによってiPhoneでも継続的な課金売上

が実現可能であることを示しています。  

 この結果、当セグメントの売上高は6,811,151千円、セグメント利益は2,902,926千円となりました。

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する定性的情報
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（SI事業） 

 SI事業におきましては、大手企業のモバイル公式コンテンツサイトのインフラ運用で安定した売上を

計上しているほか、スマートフォンの普及に対応した、大手芸能事務所ポータルサイトのiPhone対応ア

プリやAndroid対応アプリ開発などを中心に、受託開発での売上を計上いたしました。 

 この結果、当セグメントの売上高は628,427千円、セグメント利益は323,347千円となりました。 

  

（クラウド＆ライセンス事業） 

 クラウド＆ライセンス事業におきましては、ライセンスサービスにおいて、パートナー企業の代理販

売強化のため、共同で顧客向けセミナーを開催するなど、販売体制の強化に取り組みました。その結

果、携帯メール配信エンジン「アクセルメール」の利用企業数が7,000社、利用店舗数が30,000店を超

えるなど、計画を上回る売上となりました。一方、ホスティングサービスにおいては、「DSAS Hosting

for Social」の提供先であるソーシャルアプリプロバイダー側の売上減少が影響し、徐々に規模を縮小

しております。 

 この結果、当セグメントの売上高は202,403千円、セグメント利益は44,443千円となりました。 

  

（その他） 

 その他の事業として、モバイル広告の販売代理等を実施しております。 

 この結果、当セグメントの売上高は300千円、セグメント損失は1,487千円となりました。 

  

①財政状態の分析 

（資産の部） 

 当第２四半期会計期間末における資産合計は5,004,721千円となり、前事業年度末に比べ、

2,485,554千円の増加となりました。 

 流動資産合計は4,134,734千円となり、前事業年度末に比べ、2,021,323千円の増加となりました。こ

れは主に、現金及び預金、受取手形及び売掛金の増加によるものであります。 

 固定資産合計は869,986千円となり、前事業年度末に比べ、464,231千円の増加となりました。これは

主に、本社の増床等に伴う有形固定資産の増加、関係会社株式の取得による増加によるものでありま

す。 

  

（負債の部） 

 当第２四半期会計期間末における負債合計は1,861,149千円となり、前事業年度末に比べ、

647,154千円の増加となりました。 

 流動負債合計は1,836,392千円となり、前事業年度末に比べ、751,996千円の増加となりました。これ

は主に、支払手形及び買掛金、未払法人税等の増加によるものであります。 

 固定負債合計は24,757千円となり、前事業年度末に比べ、104,841千円の減少となりました。これは

主に、長期借入金の返済による減少によるものであります。 

  

 

（２）財政状態に関する定性的情報
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（純資産の部） 

 当第２四半期会計期間末における純資産合計は3,143,571千円となり、前事業年度末に比べ、

1,838,400千円の増加となりました。これは主に、増資による資本金及び資本剰余金の増加、四半期純

利益の計上による利益剰余金の増加によるものであります。 

  

平成24年８月期につきましては、引き続き、市場規模が拡大していくと予想されるソーシャル事業に

注力してまいります。特に、国内におきましては、ユーザーあたりの課金額や課金率が高く、高い収益

性が見込まれるジャンルのゲームに新作タイトルを集中することにより収益の最大化を目指すととも

に、海外に向けての対応としましては、海外専任部隊の組織化や、スマートフォンアプリの提供等を行

ってまいります。 

  

 平成24年８月期の業績見通しにつきましては、当社の主要事業であるソーシャルゲーム関連市場は、

引き続き、急速に成長しており、今後の市場規模を予測することが難しく、また、当社といたしまして

も継続的に成長するために変化の激しい市場に合わせ、臨機応変に対応する必要があり、さまざまな不

確実性に収益が大きく左右されることから、信頼性の高い通期及び半期での業績予想の算出が困難なた

め、当社では四半期毎に翌四半期の業績予想を公表させていただきます。 

 なお、下記の「平成24年８月期第３四半期累計期間業績見通し」は平成24年８月期第２四半期の実績

値に第３四半期会計期間の業績見通しを加算したものとなっております。  

  

平成24年８月期 第３四半期累計期間業績見通し（平成23年９月１日～平成24年５月31日） 

 売上高      11,742百万円 

 営業利益      3,006百万円 

 経常利益      3,010百万円 

 四半期純期利益 1,755百万円   

  

 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定

な要素を含んでおります。実際の実績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合がありま

す。 

（３）業績予想に関する定性的情報
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１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用  

 第１四半期会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号 平成

22年６月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４

号 平成22年６月30日公表分）及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告

第９号 平成22年６月30日）を適用しております。  

 当第２四半期会計期間において株式分割を行いましたが、当事業年度の期首に当該株式分割が行われ

たと仮定し、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しておりま

す。  

  

税金費用の計算   

 税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。 

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（２）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年８月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成24年２月29日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 721,316 1,957,600

受取手形及び売掛金 1,214,723 1,993,860

その他 183,447 189,422

貸倒引当金 △6,076 △6,148

流動資産合計 2,113,411 4,134,734

固定資産   

有形固定資産 44,011 207,899

無形固定資産 98,665 70,753

投資その他の資産   

その他 263,317 591,573

貸倒引当金 △240 △240

投資その他の資産合計 263,077 591,333

固定資産合計 405,755 869,986

資産合計 2,519,166 5,004,721

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 138,417 420,352

1年内償還予定の社債 35,000 －

1年内返済予定の長期借入金 66,400 －

未払法人税等 467,176 898,280

賞与引当金 62,557 69,189

その他 314,844 448,570

流動負債合計 1,084,396 1,836,392

固定負債   

長期借入金 117,000 －

その他 12,598 24,757

固定負債合計 129,598 24,757

負債合計 1,213,995 1,861,149

純資産の部   

株主資本   

資本金 583,850 891,189

資本剰余金 280,815 586,944

利益剰余金 440,505 1,665,437

株主資本合計 1,305,170 3,143,571

純資産合計 1,305,170 3,143,571

負債純資産合計 2,519,166 5,004,721
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（２）四半期損益計算書 
 第２四半期累計期間 

（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年９月１日 
 至 平成24年２月29日) 

売上高 7,642,282

売上原価 4,373,051

売上総利益 3,269,230

販売費及び一般管理費 ※1  1,163,026

営業利益 2,106,203

営業外収益  

受取利息 183

為替差益 4,026

雑収入 500

営業外収益合計 4,709

営業外費用  

支払利息 1,125

社債利息 73

その他 59

営業外費用合計 1,258

経常利益 2,109,655

特別損失  

子会社株式評価損 2,026

特別損失合計 2,026

税引前四半期純利益 2,107,629

法人税等 882,697

四半期純利益 1,224,932
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該当事項はありません。  

  

当第２四半期累計期間（自  平成23年９月１日  至  平成24年２月29日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、広告販売代理収入等を含んでおり

ます。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しているため、差異調整は行っておりま

せん。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

当社は、平成23年９月27日に東京証券取引所マザーズに上場し、上場に当たり、平成23年９月26日に

公募増資による払込を受けました。この結果、第１四半期会計期間において資本金が179,625千円、資

本準備金が179,625千円増加しております。また、平成23年10月26日付で、大和証券キャピタル・マー

ケッツ株式会社からの第三者割当増資の払込を受け、資本金が94,074千円、資本準備金が94,074千円増

加しております。さらに、平成23年10月13日から平成24年２月24日にかけて新株予約権及び新株引受権

の行使請求を受け、新株式の発行を行いました。この結果、当第２四半期累計期間において資本金が

33,639千円、資本準備金が32,429千円増加し、当第２四半期会計期間末において資本金が891,189千

円、資本準備金が586,944千円となっております。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

(単位：千円)

報告セグメント
その他 
(注）１

四半期損益
計算書計上額
(注）２ソーシャル 

事業
SI事業

クラウド＆ラ
イセンス事業

計

売上高

  外部顧客への売上高 6,811,151 628,427 202,403 7,641,982 300 7,642,282

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 6,811,151 628,427 202,403 7,641,982 300 7,642,282

セグメント利益又は損失（△) 2,902,926 323,347 44,443 3,270,717 △1,487 3,269,230

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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